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○卒業おめでとう／５期生（３学年） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○サイエンスセミナー／6 期生・７期生（2学年・１学年） 
 12月 8日（木）にサイエンスセミナーを開講しました。今回は化学分野『「光が関わる化学」光エネルギ
ーと化学：物質、色、発光、エネルギー』の演題で筑波大学 特命教授（教育社会連携推進室）・名誉教授 
新井達郎先生を招いて、理数科 1、2年生が受講しました。 
身近な話題から高度な発色のメカニズムまで、構造式などを交えて講義して

いただきました。 
印象的だったのは、お菓子「ねるねるねるね」の観察です。 

「ねるねるねるね」ブドウ味にはアントシアンというムラサキキャベツにも含
まれている色素が含有されており、pHによって変色する様子を観察しました。
また、折ると光るサイリウムライトを、部屋を暗くして体験しました。まるで
コンサート会場のようでした。 

卒業おめでとう 

思い起こせば 3年前 COVID-19の pandemicにより

学校が一斉休校となりました。これまでに経験した

ことのない状況となり、ようやく 6月頃から登校が

できるようになりました。覚えていますか？ 

これからは先行き不透明な時代になることが安易

に予想されます。君たちの入学当初のように前例が

なく何をしていいかわからないときに、どのように

ふるまうかを決めることは重要です。しかし意外と

難しいです。なぜなら何をしていいか判断する材料

が無いのですから。そのようなときにも複数ある選

択肢のうちどれかを選んで進んでいかなくてはな

りません。 

どうしますか。まず自分に素直になって聞いてみ

ることです。私は何がしたいのだろう。どの人に話

しかけて何を聴けばいいのだろう。導いてくれるメ

ンターはだれだろうか。微かな信号を受け取れる感

受性を高めておけばいいのです。機嫌よく余裕をも

って日常生活をおくること。普通のことを普通に丁

寧にやる。それが肝要かと。 

生命 40 億年の進化を考えてみると、私たちは正

しく選択してきた祖先の子孫なのです。進む方向を

間違わなかったから過酷な環境の下でも生き残っ

て生を受けついでいるのです。大丈夫です。選んだ

道を正解につなげればいいのですから。 

理数科長 永井雅樹 



理数科では、年に 2回研究者を招いて講義を行っています。今年度の第 2回目は 3月 14日（火）に数学
分野で予定しています。 
○筑波研究学園都市見学／７期生（１学年） 

 12月 21日（水）に筑波研究学園都市見学実習を行いました。学校集合後、バスで筑波研究学園都市に向

かい、2班に分かれて以下の施設見学実習をさせていただきました。 

見学施設 

 物理分野：高エネルギー加速器研究機構（KEK） 

 化学分野：物理・材料研究機構（NIMS） 

 分野横断的研究：宇宙航空研究開発機構（JAXA）筑波宇宙センター 

 
それぞれの施設で職員の方から説明を受けながら見学や体験学習を行いまし

た。 
まず KEK では、常設展示室のほか実験棟 BelleⅡを見学しました。あいにく

BelleⅡは分解掃除中でしたが、３階建ての建物に相当する大きさの実験設備で
した。 
次に NIMSでは、概要説明の後、外観や手触りなどの手がかりから金属や合金

を推察する体験学習を行いました。 
最後に JAXAでは、紹介映像視聴の後、宇宙飛行士養成エリアや国際宇宙ステ

ーション（ISS）日本実験棟「きぼう」運用管制室や展示館「スペースドーム」
の見学を行いました。 

 

○課題研究集中講座／6期生（2学年） 
 12月 26日（月）、1月 6日（金）の冬休み中の 2日間に課題研究集中講座を行いました。 

課題研究は、自らテーマを設定し、先行研究を調べて実際に実験を行い、探究していく活動です。その

中には失敗や仮説とは異なる結果になる場合もあり、その際は計画を練り直して実践する、答えのある実

験とは異なる探究活動です。 

 

○理数探究基礎／７期生（１学年） 
 今年の１学年から始まった理数探究基礎では、観察・実験・調査の手法や統計処理の方法などを身に付け、
その技能を活用して２～３年次の理数探究では課題研究を行います。 
 １２月１６日 小課題研究２ 
  １月１２日 小課題研究３ 

１月１９日 データの扱い２演習 
１月２７日 基本技能２「量る」とは 
２月 ２日 小課題研究４ 
２月 ３日 科学倫理・情報倫理・生命倫理 

 

○課題研究本発表／６期生（２学年） 
2 月 8 日（水）6 期生による課題研究本発表が行われました。昨年まではパワーポ

イント等を使用して全体での集合発表でしたが、今年は中間発表と同様にポスターセ
ッション方式での発表となりました。 
各班で１年間取り組んできた研究成果を A０版のポスターにまとめ、会場ごとに第

１セッションから第５セッションまで発表と質疑応答を行いました。また、要旨を資
料として提出し、7期生も要旨を手に聴衆として参加しました。 
発表者は内容説明や質問者への回答を真剣に行っており、聴衆者も真剣に発表に耳

を傾け意見を出していました。互いに知的好奇心や探究心を刺激し、切磋琢磨して充
実した研究活動が行われることを期待します。 
なお、発表時のポスターは２F視聴覚室前に掲示してあります。要旨をもとにポス

ターを再度読んでみるのも良い勉強になると思います。 
課題研究発表テーマ 

 

 

 

 

 

 

物理 
1班 最大の直径・突起物をもつミルククラウンを作る最適条件を導く 
2班 身近な素材による断熱効果 
3班 揚力及び揚力係数の測定方法の提案 

生物 
1班 過酸化水素の種子処理がもやしの生長に及ぼす効果 
2班 プラナリアの世代を超えての学習実験 
3班 大腸菌間におけるコロニー発育阻害現象 

化学 
1班 鉛蓄電池に適した電解質水溶液 
2班 クズから糖をつくる 
3班 物質の混合割合と炎色反応の色の関係 

数学 
1 班 ラングレーの問題における

初等幾何学的解放のアル
ゴリズムの導出 


